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■
行
財
政た

ば
こ
税
の
確
保
や
増
収

阿あ

べ部　
　
亨
と
お
る

■Ｑ　
健
康
志
向
や
喫
煙
規
制
の
強
化
な

ど
の
中
で
、
税
収
面
に
お
い
て
た
ば

こ
税
の
確
保
や
増
収
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

■Ａ　
た
ば
こ
の
販
売
数
量
は
年
々
減
少

し
て
い
る
が
、
国
と
地
方
を
合
わ
せ

た
た
ば
こ
税
の
税
収
は
２
兆
円
台
で
推
移

し
て
い
る
。

　
市
た
ば
こ
税
は
貴
重
な
財
源
だ
が
、
市

独
自
に
増
収
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
健
康

増
進
を
推
進
し
て
い
る

立
場
か
ら
、
極
め
て
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

福
島
市
・
飯
野
町

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画

黒く
ろ
さ
わ沢　
　
仁じ
ん

■Ｑ　
合
併
推
進
債
の
こ
れ
ま
で
の
具
体

的
な
活
用
と
今
後
の
方
針
は
。 

■Ａ　
合
併
推
進
債
は
、
市
道
整
備
事
業
、

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
、
新
斎
場
整

備
事
業
な
ど
福
島
市
・
飯
野
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
計
画
に
基
づ
き
実
施
す
る
事
業
に

活
用
し
て
き
た
。

　
令
和
２
年
度
は
、
新
斎
場
整
備
事
業
に

加
え
、
新
規
事
業
と
し
て
飯
野
支
所
庁
舎

整
備
や
飯
野
堰
堤
公
園
の
遊
歩
道
改
修
事

業
な
ど
へ
の
活
用
を
予
定
し
て
い
る
。

　
今
後
も
、
国
の
基
準
に
合
致
す
る
事
業

な
ど
に
対
し
て
は
、
合
併
推
進
債
の
活
用

を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
飯
野
地
域
の
振
興

を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
本
市
全
体

の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。

■
く
ら
し
・
安
全

窓
口
で
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済 

根ね
も
と本　
雅ま
さ
あ
き昭

■Ｑ　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
す
る
自
治
体

が
増
え
て
い
る
が
、
導
入
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
見
解
と
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。  

■Ａ　
市
民
の
利
便
性
向
上
と
職
員
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
後
、
決
済
方
法
も
含
め
、
導
入
に
伴

う
費
用
や
準
備
期
間
な
ど
を

踏
ま
え
な
が
ら
導
入
に
向
け

て
検
討
す
る
。消

防
団
員
の活

動
内
容
と
処
遇 

佐さ
は
ら原　
真ま

き紀

■Ｑ　
機
能
別
消
防
団
員
と
現
状
の
消
防

団
員
の
活
動
内
容
や
処
遇
な
ど
の
違

い
は
。

■Ａ　
機
能
別
消
防
団
員
は
、
主
に
日
中

の
活
動
に
限
定
し
て
基
本
団
員
の
活

動
を
補
完
す
る
役
割
を
担
い
、
支
援
団
員
、

事
業
所
団
員
、
学
生
団
員
に
分
か
れ
る
。

　
支
援
団
員
は
、Ｏ
Ｂ
団
員
と
し
、住
民
の

防
火
指
導
、
火
災
防
ぎ
ょ
活
動
、
大
規
模

災
害
活
動
、
捜
索
活
動
を
想
定
し
て
い
る
。

　
事
業
所
団
員
は
、
勤
務
先
の
近
隣
で
発

生
し
た
火
災
の
初
期
消
火
と
後
方
支
援
を

想
定
し
て
い
る
。

　
学
生
団
員
は
、
火
災
予
防
や
入
団
促
進

の
Ｐ
Ｒ
活
動
、
大
規
模
災
害
時
の
後
方
支

援
を
想
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
年
額
報
酬
は
、
１
万
２
千
円
で
、

公
務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
り
、
費
用
弁

償
は
、
基
本
団
員
と
同
様
の
１
日
２
千
円

を
支
給
す
る
。

　
な
お
、
退
職
報
償
金
は
、
す
べ
て
の
活

動
に
参
加
す
る
基
本

団
員
の
士
気
に
配
慮

し
、
支
給
対
象
外
と

し
た
。 

避
難
所
の設

備
・
環
境
の
整
備

村む
ら
や
ま山　

国く
に
こ子

■Ｑ　
避
難
所
を
長
期
に
開
設
す
る
際
は
、

福
島
市
地
域
防
災
計
画
に
沿
っ
た
設

備
の
整
備
、
環
境
の
整
備
を
行
う
べ
き
で

は
。■Ａ　

す
べ
て
の
避
難
所
で
長
期
開
設
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

例
え
ば
避
難
者
が
多
い
場
合
は
、
食
材
の

保
管
を
ど
う
す
る
か
な
ど
、
現
実
を
踏
ま

え
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
も
含
め
、
現
実
的
で
実

効
性
の
あ
る
計
画
の
在
り

方
を
検
討
す
る
。

■
産
業
・
経
済

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機

と
し
た
五
葉
松
の
活
用

大お
お
ひ
ら平　
洋ひ
ろ
と人

■Ｑ　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
盆
栽
博

覧
会
、
講
習
会
を
新
た
に
展
開
す
べ

き
で
は
。

■Ａ　
盆
栽
は
近
年
、
世
界
的
に
も
人
気

に
な
っ
て
お
り
、
伝
統
文
化
や
観
光

資
源
の
発
信
な
ど
の
観
点
か
ら
、
生
産
者

や
愛
好
家
な
ど
に
よ
る
展
示
会
や
技
術
講

習
会
な
ど
、
盆
栽
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

　
市
内
で
も
、
観
光
推
進
団
体
な
ど
に
よ

�
一
般
質
問
Ｑ
＆
Ａ

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

一般質問とは？
　議員が、市民
の皆さんの生活
にかかわる身近
な市政の課題に
対して質問を行
います。
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り
、
コ
ケ
玉
つ
く
り
、
自
生
地
訪
問
ツ

ア
ー
、
盆
栽
の
技
術
指
導
な
ど
の
体
験
活

動
を
取
り
入
れ
た
合
宿
旅
行
な
ど
、
盆
栽

に
興
味
を
持
つ
若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

す
る
企
画
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
盆
栽
ブ
ー
ム
や
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
契

機
と
し
た
、
普

及
活
動
や
花
観

光
の
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

■
福
祉
・
健
康

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
の
広
報
・
伝
達
活
動

羽は
ね
だ田　
房ふ
さ
お男

■Ｑ　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
か
ら
の
市
民
、
関
係
機
関
・

団
体
な
ど
へ
の
情
報
提
供
・
周
知
方
法
・

予
防
対
策
な
ど
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外

に
ど
の
よ
う
な
手
段
で
広
報
・
伝
達
を
徹

底
し
て
い
る
の
か
。

■Ａ　
市
民
へ
の
情
報
提
供
は
、
大
変
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
報
道
機
関
に
会

議
を
公
開
し
、
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
で

市
民
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
高
齢
者
施
設
や
保
育
施

設
な
ど
の
会
議
に
お
い
て
配
布
し
、
予
防

対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
４
千
２

百
以
上
の
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
に
送
付

し
、
感
染
拡
大

防
止
と
安
全
安

心
な
市
民
生
活

の
協
力
に
つ
い

て
お
願
い
し
た
。

■
教
育
・
文
化

教
員
の
働
き
方 

佐さ

さ

き
々
木　
優ゆ
う

■Ｑ　
教
員
に
対
し
、
１
年
単
位
の
変
形

労
働
時
間
制
は
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
の
で
は
。

■Ａ　
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
業
務
の
削
減

が
前
提
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
段
階

で
は
、
制
度
導
入

の
考
え
は
な
い
。

十
六
沼
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の

利
活
用

鈴す
ず
き木　

正ま
さ
み実

■Ｑ　
天
然
芝
コ
ー
ト
整
備
を
活
用
し
た

交
流
人
口
拡
大
の
た
め
の
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

■Ａ　
十
六
沼
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
競

技
力
向
上
の
た
め
の
練
習
拠
点
や
各

種
大
会
の
開
催
に
加
え
、
全
国
規
模
の
大

会
誘
致
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
推
進
で
き
る

よ
う
ハ
ー
ド
面
で
の
環
境
整
備
を
図
っ
て

き
た
。

　

令
和
２
年
度
に
は
、
官
民
協
働
で
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、
大
会

や
合
宿
の
誘
致
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に

取
り
組
む
。

　
大
会
や
合
宿
の
誘
致
に
は
、
充
実
し
た

競
技
環
境
の
ア
ピ
ー
ル
と
と
も
に
、
温

泉
・
果
物
を
は
じ
め
、
食
や
健
康
な
ど
の

分
野
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
福
島
市

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
体
系
的
に
取
り

ま
と
め
、
交
流
人

口
の
拡
大
に
努
め

る
。

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
設
置
に

よ
る
音
楽
交
流

小お

の野　
京き
ょ
う
こ子

■Ｑ　
子
ど
も
た
ち
に
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
継
承
す
る
た
め
、
古
関
裕
而
作
曲

の
校
歌
を
弾
く
ピ
ア
ノ
と
し
て
、
福
島
駅

な
ど
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
設
置
し
て

は
。 ■Ａ　

ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
を
福
島
駅
な

ど
に
設
置
す
る
こ
と
は
、
古
関
裕
而

の
ま
ち
・
福
島
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
も
効

果
的
だ
が
、
施
設
管
理
面
、
防
犯
や
騒
音

の
運
営
上
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ

る
。

　
今
後
、
市
民
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
に

よ
り
、
市
民
が
主
体
と
な
り
組
織
化
や
事

業
計
画
の
提
示
が
あ
れ

ば
、
関
係
各
方
面
と
の

調
整
を
図
り
、
環
境
整

備
を
考
え
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

市
民
生
活
へ
の
影
響

山や
ま
だ田　
　
裕
ゆ
た
か

■Ｑ　
３
月
４
日
か
ら
の
休
校
が
小
中
学

校
の
児
童
・
生
徒
に
与
え
て
い
る
影

響
は
。 

■Ａ　
突
然
の
措
置
に
対
す
る
児
童
・
生

徒
の
心
身
へ
の
影
響
、
学
習
が
学
校

で
行
え
な
い
こ
と
、
重
要
な
行
事
が
縮
減

さ
れ
る
こ
と
、
自
主
的
な
活
動
が
制
限
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
臨
時
休
業
中
は
、
家
庭
と
の
連
携
を
図

り
、
電
話
に
よ
る
声
か
け
や
家
庭
訪
問
な

ど
に
よ
り
健
康
状
態
の
確
認
や
心
の
ケ
ア

に
努
め
る
。

　
ま
た
、
学
習
面
で
は
、
必
要
に
応
じ
て

新
学
期
は
じ
め
に
補
充
授
業
を
行
う
な
ど

の
具
体
的
な
対
応
を
学
校
に
指
導
す
る
。

　
卒
業
式
は
、
出
席
者
を
厳
選
し
、
時
間

短
縮
を
図
り
実
施
す
る
方
向
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
対
応
が

必
要
な
事
項
も
含
め
、

児
童
生
徒
の
健
康
や

安
全
を
第
一
に
考
え

対
応
し
て
い
く
。 


